
[論文要旨] 
 

千里ニュータウンの研究 

―ニュータウンの建設過程に関する研究― 

 
片寄 俊秀 (京都大学) 

 
 

本論文は「ニュータウンの建設過程に関する研究」と題し，事例として設定した，わが

国最初の大規模ニュータウン建設である大阪府千里ニュータウンを対象に，その建設過

程に関する構造的な解明を通じて，今後の合理的な都市建設の方向とそのための課題を

明らかにすることを目的としている。 

 

第１章 研究の目的と方法 

第２章 序論 －都市建設論序説－ 
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 第４章 千里 NT開発論の変遷過程 
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 第７章 本編の結論 －NT開発の基本論理－ 
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 第 12章 本編の結論 
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 第 13編 NT建設の技術論 

 第 14編 NT建設技術の蓄積，展開過程 
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